
　ガヤChill.がオープンしてから、気がつけば一年が経ちました。

 最初は、「本当に人が来てくれるのだろうか」「こんな場所を必要としている人はいるのだろうか」

と、不安ばかりだったように思います。けれど、今振り返ると、この一年は“場所”というものが、

少しずつ人によって育てられていく時間だったのだと感じています。

　ガヤChill.には、毎月「議員バー」というイベントがあります。 議員さん達とお酒を飲み

ながら、まちのことや生活のことを話す場です。政治というと、どうしても難しく、遠い

ものに感じてしまいます。けれど、本当はそうではありません。

 「物価が上がって大変」

 「子どもの居場所が少ない」

 「介護が不安」

 「働き方がつらい」

 そんな日々の困りごとや悩みは、すべて社会や政治につながっています。

だからこそ、議員バーでは“討論”ではなく、“会話”を大切にしています。

 怒ることよりも、まず知ること。 正しさをぶつけ合うより、「そう感じていたんだね」と聞き合う

こと。 政治は特別な人だけのものではなく、私たちの日常そのものなのだと、少しずつ感じてもら

えたら嬉しいです。

　毎月開催している野菜の朝市も、私にとって大切な時間です。

 新鮮な野菜を囲みながら、自然と会話が始まります。

「この時期の新玉ねぎは甘いのよ」

 「うちではこうやって食べるの」

 「昔、子どもが小さい頃によく作ったなあ」

そんな話を聞いていると、料理というのは単に“食べるため”のものではなく、人生の

記憶そのものなのだと感じます。時には、私自身の家族との悩みを聞いてもらうことも

あります。

 「それは大変だったね」

 「でも、無理しすぎちゃだめよ」

　そんな何気ない言葉に、救われる日があります。
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　誰かに相談するというと、特別なことのように思えるかもしれません。けれど本当は、

野菜を選びながらの立ち話の中にも、人を支える力はあるのだと思います。

　最近は、ハンドメイド作家さんたちの作品も少しずつ増えてきました。

 紹介が紹介を呼び、「置いてみませんか？」という輪が広がっています。皆さん口をそろえて、

 「置いてもらえるだけで嬉しいです」 とおっしゃいます。

でも、並んだ作品を見るたびに、私は思うのです。 これは単なる商品ではなく、その人の時

間や気持ちそのものなのだと。丁寧に編まれた小物。 優しい色合いのアクセサリー。 季節を

感じる雑貨。どれも、作った人の「誰かに喜んでほしい」という気持ちが伝わってきます。

 大量生産のものとは違う、小さなぬくもりがあります。そんな作品たちに囲まれていると、毎日の

景色が少し柔らかくなるのです。

　そして、月に何回か開かれる様々な宴会。

 実は私は、「居場所」というものを考える時、ただ“そこにいればいい”だけでは足りないと

思っています。やはり、人は一緒に食べることで、心の距離が近づいていくのではないでしょ

うか。料理を囲むと、自然と話題が生まれます。

 「これ美味しいね」

 「その食べ方いいね」

 そんな一言から笑い声が広がり、気持ちがほぐれていく。そうしているうちに、最初は他人だった

人たちが、少しずつ「仲間」のように感じられてくるのです。

また会いたい。 ここに来ると安心する。 なんとなく元気になれる。

ガヤChill.が、そんなふうに思ってもらえる場所になれたらと思っています。

　社会を変える、政治を変えるというと、大きなことのように聞こえます。 けれど私は、もっと小

さなところから始まるのではないかと思っています。誰かとご飯を食べること。 話を聞くこと。

　作品を「素敵ですね」と言うこと。 野菜を通して季節を感じること。

　そんな日常の積み重ねの中に、実は“社会”は存在しています。

だからこそ、「政治は日常」なのです。

　ガヤChill.は、特別な場所ではありません。でも、誰かが少し呼吸をしやすくなる場所でありた

い。 そして、「自分の悩みは、自分だけの問題じゃないんだ」と感じられる場所でありたいと思って

います。

　これからも、そんな小さな灯りのような場所を、皆さんと一緒に育てていけたら嬉しいです。

PICK UP：

★火曜日：無&減農薬の美味やさい入荷★毎月の朝市では、お楽
しみ試食をお出ししています★常設：ハンドメイド小物を販売中
★席の時間貸し、キッチン付きレンタルルームは持ち込みOK

コンセプト

ナニソレおいしい？そう返す方

は少なくないはず（偏見）。

何をするところ？誰が使うの？

そこに行ったら楽しい？

最近まで同じ疑問を抱いていた

店長がゆるっとお伝えします。

コミュニティCafe?!
通常はドリンク販売のみ（お食事は予約制・持ち込みOK）ですが、

月1のBAR営業はフリードリンク・フリーフード。お塩、ワインなど

に携わるゲストによるトークタイムに、興味ある方もない方もお酒を

片手に、耳を傾け驚いたり笑ったり。初参加の方もすぐに馴染んで楽

しそう。年齢も職業も住んでいる場所も別々のお客様がにぎやかに、

静かに、思い思いに口を開いて愉快な話やちょっぴり深刻な話、真剣

な議論を交わす空間をキッチンから見るとカオス…いや

越谷市大里226-1  1F

コミュニティカフェ　ガヤChill.

BAR ４月のテーマ：
潮の満ち引き

サラダボウル？

ガヤChill.❣
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